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 2011 年度の共同研究費配分課題では，以下の 2 つの研究課題を行い，今後の研究発
展に結び付けることができた。 
 
 研究課題 1「早産児のポジショニングと疼痛緩和に関する研究」  
早産児の採血等に伴う疼痛緩和とポジショニングの関係を明らかにすることを目的
とした。ローリスクの早産児 5 名（平均在胎週数 32.3 週）を対象とした。早産児のポ
ジショニング（背臥位姿勢，腹臥位姿勢，側臥位姿勢）の 3 条件で，採血時の疼痛反
応を光トポグラフィ装置（ETG7100，株式会社日立メディコ社製）による脳局所血流量
の変化（酸素化ヘモグロビン：Oxy-Hb 濃度の測定），呼吸数・心拍数変化，心拍変動
の揺らぎ解析による自律神経反応変化，行動変化（疼痛表情変化）の測定値を比較検
討した。その結果，仰臥位では，腹臥位と側臥位に比べ，採血時の疼痛刺激側と対側
の感覚運動野の Oxy-Hb 濃度の上昇，呼吸心拍変動値が大きく，また疼痛表情変化も大
きかった。これによりは，早産児の採血時等の疼痛緩和には，早産児のポジショニン
グを検討し，腹臥位姿勢もしくは側臥位姿勢を選択することが，疼痛を伴う処置から
児を保護し得ると考えられた。 
研究課題 2：「早産児のポジショニングと睡眠リズムに関する研究」 
近年では，新生児の睡眠が脳発達を促すと考えられている。早産児の睡眠を妨げな
いケアやハンドリング，介入タイミングなどを考慮することが，児の睡眠発達と神経
系の発達を支援していく上で重要である。本研究では，早産児の睡眠発達とポジショ
ニングの関係を検討した。対象はローリスクの早産児 8 名(平均在胎週数 35.3 週)で
あった。睡眠評価には，aEEG(amplitude integrated electroencephalograph)を用い
た。aEEG の睡眠解析は，静睡眠を評価指標とした先行研究(JD Tao et al；2010)に基
づき aEEG 波形の睡眠サイクルから判断して，静睡眠の回数と持続時間を計測した。腹
臥位は仰臥位と比較し，全体的な静睡眠時間の延長，覚醒回数および覚醒時間の減少
が観察された。以上より，早産児のポジショニングを検討し，仰臥位姿勢より腹臥位
姿勢を選択することが静睡眠の確保となり，睡眠発達と神経系の発達につながると考
えられた。 
総括：早産児のポジショニングを検討し，腹臥位姿勢もしくは側臥位姿勢を選択す
ることが，早産児の疼痛緩和と睡眠発達を促し，発達支援となる発達ケアに役立つと
考えられた。 
成果報告： 
・新生児・早産児の行動発達，行動観察とディベロップメンタルケア（教育講演）．
第 21 回日本新生児看護学会学術集会．東京．2011.11 
・「aEEG を用いた早産児の睡眠発達の検討」，日本赤ちゃん学会 第 12 回学術集会（平
成 24 年 6 月 2 日-3 日）にて発表を予定（演題登録中）  
 
